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1.  組織の概要

⑴名称及び代表者名 株式会社　池部造園
代表取締役　池部　寛

⑵所　在　地
本　社 大分県大分市小佐井１丁目４番１７号

℡ 097-593-0680
Fax 097-593-0825
Ｅ-mail ikezohr1@clock.ocn.ne.jp

資材置場 大分県大分市里1350-8

⑶設　　立 昭和63年8月

⑷資　本　金 2,000万円

⑸環境管理責任者及び連絡担当者（事務局）及び連絡先

環境管理責任者 代表取締役　池部　寛

環境担当者（事務局） 池部　美智子

2.  事業活動

⑴事業内容 造園工事業・土木工事業

とび土工工事業・舗装工事業

⑵事業規模 売上高 令和6年度　　161,320 （単位：千円）

従業員数 8名 （令和7年8月31日現在）

延床面積 90.26㎡

【注】従業員数＝常勤役員、社員、パート全ての役職員を含む
　　　従業員数、延床面積は、令和7年8月31日現在

⑶保有車両
普通車 ３台 3ｔｸﾚｰﾝ １台 ﾊﾞｯｸﾎｳ ２台

2ｔﾀﾞﾝﾌﾟ １台
ﾊﾟｯｶｰ車 １台
軽ﾄﾗｯｸ １台
軽ﾜｺﾞﾝ 1台

令和7年8月31日 現在

⑷事業年度 9月1日～翌年8月31日

3.  対象範囲 全組織、全事業活動

⑴

1.　組　織　の　概　要

建設業：

車　　輛 車　　輛
事　務　所 倉　　　庫

重　　機

mailto:ikezohr1@clock.ocn.ne.jp


①ＥＡ21組織図

代表者

代表取締役

環境管理責任者

代表取締役　

事務局
総務課

ｴｺｱｸｼｮﾝ21

推進委員会 *３ケ月１回実施

（個々の実施成果及び改善点の意見交換会）

②ＥＡ21　役割と責任及び権限

　・環境経営に関する統括責任者

　・環境経営に必要な経営資源（人・物・資金）を準備する

　・環境管理責任者の任命

　・経営における課題とチャンスを明確にする

　・環境経営方針を定める

　・環境経営目標及び環境経営計画、実施体制を承認する

　・代表者による全体の評価と見直しを実施する

　・環境経営レポートの承認

　・環境経営システムの構築、運用、管理に関する責任者

　・環境経営システムの運用、管理状況を代表者に報告する

　・エコアクション21推進委員会の責任者

　・環境関連法規等のとりまとめ表の承認、遵守状況チェック結果の承認

　・環境経営目標、環境経営計画、実施体制の確認

　・環境上の緊急事態の想定及び対応策の承認

　・問題点の是正及び予防処置の承認

　・環境経営レポートの確認

　・環境管理責任者の補佐、エコアクション21推進委員会の事務局

　・環境関連文書、記録の管理

　・環境活動に関する実績のとりまとめ

　・外部環境コミュニケーションに関する窓口

　・環境経営レポートの作成

　・環境経営目標、環境経営計画の立案

　・各部門の実施状況、目標達成状況、問題点などの報告

　・環境活動に関する意見交換

　・自部門における環境活動の実施

　・自部門における環境活動の実施、目標達成状況を委員会に報告する

　・自部門に必要な手順書などの作成、管理

　・自部門の問題点の発見及び是正、予防処置を実施する

　・環境経営方針、環境経営目標などの理解と自らの役割を自覚する

　・自主的、積極的に環境活動に参加する

⑵

池部　美智子

役割　・　責任　・　権限

2.   実　施　体　制

池部　寛

池部　寛

全員参加

エコアクション
21推進委員会

　部門長
現場責任者

　全従業員

建
設
部

現
　
場

　　環境管理責
任者

　　事務局

　　代　表　者



・「みどり豊かな地球を創造する」をテーマに、人と自然と地球環境との

　　調和、共生を目指し、環境への取組に配慮した事業活動に努めます。

・お客様第一のニーズに寄り添い、癒しの庭作りに貢献します。

・常に会社の安定と繁栄、社員の安全と生活向上に努めます。

・緑の大切さに関心を持ち、社会の信頼に応える行動に心がけます。

・地球温暖化の緩和、快適な環境づくりに貢献します。

・公園、屋上緑化、緑のｶｰﾃﾝ等の環境緑化推進事業に努めます。

・水資源の無駄の無いように細めな節水を努めます。

・電気使用量の削減、ガソリン、軽油、灯油の削減の周知徹底に努めます。

・関係する環境関連法規を遵守します。

   代表取締役　 池部　寛

⑶

　株式会社　池部造園

　《環境行動指針》

3.　環境経営方針

・環境行動指針に基づいて、全員参加による活動を進め、環境経営システムの継
続的改善を図ります。

令和3年4月1日



基準年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

Ｒ3年度実績値 目標値 目標値 目標値

（単位） （基準年度比） （基準年度比） （基準年度比）

26,069 25,808 25,547 25,286

（㎏-ＣＯ2） （△1％） （△2％） （△3％）

4,479 4,975 4,925 4,875

（ｋＷｈ） （△1％） （△2％） （△3％）

5,280 5,227 5,174 5,121

（ℓ） （△1％） （△2％） （△3％）

4,542 4,496 4,362 4,405

（ℓ） (△1％） （△2％） （△3％）

141 139 138 136

（ℓ） （△1％） （△2％） （△3％）

6.7 6.6 6.6 6.4

（kg） （△1％） （△2％） （△3％）

72 71 70 69

（㎥） （△1％） （△2％） （△3％）

100 100 100 100

（％） （継続） （継続） （継続）

⑷

　電力の二酸化炭素は、九州電力の2021年度調整後排出係数（0.385㎏-ＣＯ2/ｋＷｈ）により算出した

4.  環境経営目標  (令和4年～令和6年）

環境経
営目標
番号

選択課題

1 二酸化炭素排出量の削減

1-1 電力使用量の削減

1-2 ガソリン使用量の削減

1-3 軽油使用量の削減

1-4 灯油使用量の削減

1-5 ＬＰＧ使用量の削減

2 水使用量の削減

3
廃棄物の再資源化率向上

（剪定木くず）

継続

4 グリーン購入の推進
グリーン購入の

推進
継続 継続 継続

5 社会貢献への参加
積極的なﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ参加
継続 継続



基準年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

Ｒ6年度実績値 目標値 目標値 目標値

（単位） （基準年度比） （基準年度比） （基準年度比）

23,873 23,634 23,395 23,156

（㎏-ＣＯ2） （△1％） （△2％） （△3％）

5,655 5,598 5,541 5,485

（ｋＷｈ） （△1％） （△2％） （△3％）

4,225 4,182 4,140 4,098

（ℓ） （△1％） （△2％） （△3％）

4,512 4,466 4,421 4,376

（ℓ） (△1％） （△2％） （△3％）

98 97 96 95

（ℓ） （△1％） （△2％） （△3％）

2.0 0.0 0.0 0.0

（kg） （・・・） （・・・） （・・・）

181 179 177 175

（㎥） （△1％） （△2％） （△3％）

100 100 100 100

（％） （継続） （継続） （継続）

⑸

継続

4 グリーン購入の推進
グリーン購入の

推進
継続 継続 継続

5 社会貢献への参加
積極的なﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ参加
継続 継続

1-5 ＬＰＧ使用量の削減

2 水使用量の削減

3
廃棄物の再資源化率向上

（剪定木くず）

1-2 ガソリン使用量の削減

1-3 軽油使用量の削減

1-4 灯油使用量の削減

環境経
営目標
番号

選択課題

1 二酸化炭素排出量の削減

1-1 電力使用量の削減

　電力の二酸化炭素は、九州電力の2021年度調整後排出係数（0.385㎏-ＣＯ2/ｋＷｈ）により算出した

5.  環境経営目標  (令和7年～令和9年）



作成日：

作成者：
　対象期間＝9月～8月

基準年度

Ｒ3年度実績値 目標値 実績値 達成率

9月～翌8月 基準年度比△2％ (目標値÷実績値）

9月～翌8月 26,069 25,286 23,873 105.9%

評価と次年度の
取組内容

9月～翌8月 4,479 4,875 5,655 86%

評価と次年度の
取組内容

9月～翌8月 5,280 5,121 4,225 121.2%

評価と次年度の
取組内容

9月～翌8月 4,542 4,405 4,512 97.6%

評価と次年度の
取組内容

9月～翌8月 141 136 98 138.8%

評価と次年度の
取組内容

9月～翌8月 6.7 6.4 2.0 320.0%

評価と次年度の
取組内容

9月～翌8月 72 69 181 38.1%

評価と次年度の
取組内容

3 100% 100％ 100％ 100％ 100％

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動では「みどりの保護・保全・育成」に積極的に参加しています。
海、河川敷、まちの清掃活動などを通して、(植物のこと　樹木のこと

環境のこと)の子どもの質問に答えるｶﾝﾆﾝｸﾞﾌﾞｯｸを毎年見直しをしています。

　電力の二酸化炭素は、九州電力の2021年度調整後排出係数（0.385㎏-ＣＯ2/ｋＷｈ）により算出した

⑹

継続 継続

4 社会貢献への参加

積極的なﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱの参加

継続 継続

（剪定木くず）
廃棄物の再資源化率向上

1-1
電力使用量

（ｋＷｈ）

1-5

社員一人ひとりの参加意識が定着してきた。
引継き現場作業の手順、周辺への配慮を徹底させた。
無駄を減らし、効率良い現場対応の効果も、目標達成につながっ
た。継続して努力する。

きめ細かい節電管理は徹底していたが、今年の暑い期間が長
かった事により多少電気使用量が増えた。ＬＥＤを完全入換えした
ことで事務所の方は節電できたと思う。来期も全員の協力で目標
達成をめざす。

二酸化炭素排出量
（㎏-ＣＯ2）

ＬＰＧ使用量
（kg）

2

1-2

1-3

1-4

事務所の消費が主体であるが、溜め湯で洗い物を徹底し、流し洗
いをしないように努めた。ガス給湯器を外した事でかなりコスト削
減につながった。

現場（倉庫）の使用が主体である。雨水などの溜め水と河川から
の汲み上げ水を利用して樹木の散水などをまかなっている。今年
の長く続く高気温の為樹木の潅水の回数も増えた。
自然の恵み（河川、雨水）を、来期もできるだけ活用する。

日常の乗車前点検、エンジンオイル交換など整備は、確実丁寧
に対応し、効率配車、省エネ走行を引き続き徹底した。エコカー
買替えによりかなりの省エネが達成できた。

本年度も上期.下期共、比較的近郊現場が多く、総走行距離が短
縮できた。現場に左右されるが、確実な工程管理と効率配車に努
める。

気温変動にも左右されるが、防寒対策の徹底により使用量を減ら
す事が出来た。引き続き、健康に留意しながら効率使用を進め
る。

水使用量
（ｍ3）

ガソリン使用量
（ℓ）

軽油使用量
（ℓ）

灯油使用量
（ℓ）

6.  環境経営目標の実績と評価、次年度の取組み内容

令和7年10月31日

池部　美智子

環境経
営目標
番号

選択課題

Ｒ6年度（Ｒ6.9～R7.8）



評価日：

評価者：

事務所 〇

事務所 〇

3.不必要箇所の照明を消す。 全体 〇

4.空調機フィルター清掃 事務所 〇

全体 〇

全体 〇

全体 〇

現場 〇

現場 〇

現場 〇

全体 〇

事務所 〇

事務所 〇

事務所 〇

事務所 〇

事務所 〇

現場 〇

現場 〇

現場 〇

現場 〇

事務所 〇

事務所 〇

事務所 〇

全体 〇

現場 〇

事務所 〇

〇：実施できた
△：十分には実施できなかった
✕：実施できなかった

⑺

1-3 軽油消費量削減

1-2

1-4 灯油消費量削減

ガソリン消費量削減

1-1 電力使用量の削減

1.夏28℃冬20℃を基本とする。

2.ＯＡ機器の退社時電源ＯＦＦにする。

環境目
標番号

環境目標課題 環境目標達成のための具体的活動 対象部門 管理責任者

1.エコドライブの推進。急加速急停車をしない。

2.アドリングストップする。

3.タイヤなど乗車前の点検を丁寧に行う。

1.エコドライブの推進。急加速急停車をしない。

2.アイドリングストップする。

3.重機などのリースは、省エネ車を選択する。

7.  環境経営計画の取組状況とその評価

1.　2品以上購入する。

2.エコマーク商品を優先購入する。

3.再生材料製品をできるだけ購入する。

令和7年10月1日

　池部　寛

2 水使用量削減

1.節水シールを貼り、意識を高める。

2.洗い物はまとめてする。

3.貯め水洗いをする。

4.雨水、河川水を利用する。

1.お湯をボールにためて洗い物をする

2.洗い物はできるだけまとめてする。

1.ウオームビズを心がける

5 社会貢献への参加

1.所属団体や公共機関のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに参加する。

2.各現場のごみ拾い活動

3.事務所周辺の美化に協力する。

1.剪定木くずの再資源化（燃料）

2.建設廃棄物の再資源化

3.現場ごとに、管理を徹底する。

4 グリーン購入の推進

3
廃棄物の再資源化率向上

（剪定木くず）

1-5 ＬＰＧ消費量削減



策定日：

評価者：

〇：実施できた
△：十分には実施できなかった
✕：実施できなかった

⑻

3
廃棄物の再資源化率向上

（剪定木くず）

2.洗い物はまとめてする。

3.貯め水洗いをする。

4.雨水、河川水を利用する。

1.剪定木くずの再資源化（燃料）

2.建設廃棄物の再資源化

3.現場ごとに、管理を徹底する。

4 グリーン購入の推進

1.　2品以上購入する。

2.エコマーク商品を優先購入する。

3.再生材料製品をできるだけ購入する。

5 社会貢献への参加

1.所属団体や公共機関のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに参加する。

2.各現場のごみ拾い活動

3.事務所周辺の美化に協力する。

1-1 電力使用量の削減

1-2 ガソリン消費量削減

2 水使用量削減

1-4 灯油消費量削減

1-3 軽油消費量削減

1-5 ＬＰＧ消費量削減

環境目
標番号

環境目標課題 管理責任者

　　　8.  環境経営計画（令和7～9年度）
令和7年9月1日

　池部　寛

事務所

事務所

全体

事務所

全体

現場

現場

現場

事務所

事務所

現場

全体

現場

事務所

事務所

事務所

事務所
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環境目標達成のための具体的活動

1.夏28℃冬20℃を基本とする。

2.ＯＡ機器の退社時電源ＯＦＦにする。

3.不必要箇所の照明を消す。

4.空調機フィルター清掃

1.エコドライブの推進。急加速急停車をしない。

2.アドリングストップする。

3.タイヤなど乗車前の点検を丁寧に行う。

1.エコドライブの推進。急加速急停車をしない。

2.アイドリングストップする。

3.重機などのリースは、省エネ車を選択する。

全体

全体

現場

現場

1.ウオームビズを心がける

2.細目に温度調節し節約に徹する。

1.ガス給湯器撤去

2.洗い物は少量のポットのお湯で素早く洗う。

1.節水シールを貼り、意識を高める。



作成者： 池部　美智子
評価日：

　廃棄物処理法 ・産業廃棄物委託契約書 適

・ﾏﾆﾌｪｽﾄ管理、交付状況定期報告 適

・収集運搬車輛へのｽﾃｯｶｰ貼付 適

・廃棄物の管理、投棄禁止 適

・焼却の禁止 適

　建設ﾘｻｲｸﾙ法 ・建設業等を営む者の責務 適

・対象建設工事の届出に係る事項の説明等 適

・下請負人に対する元請業者の指導 適

　騒音規制法 ・建設作業の事前届出 適

・規制基準の遵守 適

　振動規制法 ・建設作業の事前届出 適

・規制基準の遵守 適

　農薬取締法 ・使用の禁止 適

・農薬使用の規制 適

・水質汚濁性農薬の使用規制 適

　水質汚濁防止法 ・排水基準の遵守義務 適

　消　防　法 ・消火器の定期検査と法定点検の実施 適

　浄　化　槽　法 ・設置等の届出 適

・定期検査及び定期清掃 適

　道路交通法 　・道路使用許可の事前届出 適

　当事業所及び建設現場に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反は
　　ありませんでした。
　又、関係機関及び利害関係者からの指摘も訴訟ありませんでした。
　苦情はありませんでした。

⑼

9.  環境関連法規等の遵守状況

当社に適用される要求事項
確認
結果

法令等の名称

　　　令和7年10月1日



  10.  代表者の全体評価と見直し

⑴　全体評価

・ ｺﾛﾅ感染も落ち着いたが、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞが後半増えて社員の健康管理にちゅういを計った。

・ 今年もﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動は積極的に取組みました。

・ さらに個人個人の参加意識が高まっていると感じます。

・

・

・

・ 灯油は着衣などの工夫により大幅削減できました。

・ 水使用量は、雨水や河川水を樹木潅水に利用して節水に努めているが、今期は梅雨
明けが早く、猛暑と日照り続きのため、散水の水使用が増えて、目標未達となりました。

・ 剪定くず、建設廃棄物は、確実に再資源化しています。

⑵　次年度の取組、活動の見直しについて

・

・

・

（車輛を大切にするとともに、無事故を継続する）
・ 日々のミーティングで参加意識をさらに高めていきます。
・

・

・ 作業工程、作業の連続施工を考慮します。
・ ゴミ問題に関してはリサイクル業者等など協力、連携して行きたいと思います。
・

⑶その他
・ 温暖化に伴い、樹木の重要性を業界全体でアピールしなければならないと思う。
・ 剪定の時期を強にしないと樹木の生育に係るほど温暖化が進んでいると思う。
・ 環境の悪化に樹木の痛みが激しくなっているのが現状である。
・ 熟練技術者の定年に伴い、若い人材を技術者に育成する事もこれからの課題である。
・ 講習会等開催し、多くの方に参加して頂き人材育成も大切である。
・ 仕事が取れても職人不足が問題である。
・ 公共工事にに限らず民間工事も社員の一人一人の資格等が重要視されてきた。
・ 安全対策の講習会を積極的に取り入れ参加したいと思います。

令和7年10月22日

　株式会社　池部造園

　　代表取締役　池部　寛
⑽

今年も真夏の作業は過酷なものであり、作業員の体調管理には特に配慮し
クールビズ対策、熱中症対策を強化した。

ガソリン、軽油は、工事現場の受注条件（遠近）との関連が強く、削減が思う
ようにいかないのが課題です。又、物価高騰によりかなり苦心しましたが、

結果としては目標達成出来たと思います。

いきたいと思います。

実施体制を含む環境経営システムの骨格は維持するとともに、2017年版ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに
対応した必要な見直しを徹底させる。

電力については、引き続き削減に努めた。

工事内容、工事場所により増加する、軽油、ガソリン、水の使用量などの関連性が
分かるように工夫していきます。

1年間の成果を振り返ると、みんなの小さなｱｲﾃﾞｨｱ、行動が大きな結果を生むことが
でき、何気なく使っていた事、一人ひとりの気づきをｴｺｱｸｼｮﾝ21の活動に活かして

緊急事態に備えたﾘｽｸ管理は現場での朝礼で徹底させ、全員参加の訓練ができた。

引き続き、事務所、現場で、環境負荷削減に努め、当社が策定した目標を何とし
ても達成していきます。
建設部は、車輛のエンジンオイルの適度な交換、毎日の乗車前点検により、
燃費を抑えていきます。



🤩こまめに電源ＯＦＦ
退社.外出時再確認！ 🤩こまめに電源ＯＦＦ

パソコン内で内容確認の上、必要な文書
のみｺﾋﾟｰ！

　　　　　　　🤩習慣付け

🤩定期的にﾌｨﾙﾀｰ掃除を実施

🤩徹底したゴミの分別化 🤩不要なコピー用紙の裏面使用

⑾

11.  活　動　内　容・・・本社の取組み



☆きれいにしようえおおいた推進事業☆

「大分市きれいにしようえおおいた」ゴミ拾い活動登録させて

頂いております。

毎年美化活動に積極的に取り組んでいます。

亀塚古墳周辺ゴミ拾いの様子。
かなりポイ捨てが減少しました。
引き続き取り組んでいきたいと思います。

☆ごみ分別コンテナ ☆リサイクルごみの分別化

☆雨水貯水槽 ☆雨水貯水槽の様子
⑾-1

11.  活　動　写　真　1・・・本社の取組み



      ☆エコアクション21の認証を受け5年を経過し、
　　　　エコアクション21中央事務局より感謝状を頂きました。
       　引き続き「環境経営」に会社及び社員一同取り組んで行きたいと思います。

☆ｴｺｱｸｼｮﾝ21中央事務局より感謝状を頂きました

☆2050年までに温室効果ガスの排出量が
　　　「ゼロ」　になるように出来る事は？

・電気使用量の節約
・節水
・食品ロスをなくす
・ごみの排出量を減らす
・リサイクル資源を有効に使う
・緑を育てる、緑を増やす
・自然ｴﾈﾙｷﾞｰの活用・・・などごく一部ですが
個人が日常の細かな消費行動を意識する事で
大きく社会を変えると思います。
「継続は力なり」です！
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11.  活　動　写　真　2・・・本社の取り組み



　　　　　　　　第55回大分県技能祭が今年も盛大に行われました。

沢山の方々が各競技の
応援に来ていただき
会場が賑わいました。

来場者には花の無料
配布も行われました。

【造園部門】1位の作品

作庭中の選手の様子

日本造園学会九州支部　

させて頂きました。
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11.  活　動　写　真　3・・・社会的貢献の取り組み

別府大会が行われ、協賛参加


